
活動日 活動時間 9:00 ～ 12:00

 【イベント名】 環境大学後期共育講座

 　【活動場所】

道具類を並びかけ10時から参加の1家族に集中サービス

子供たちはリアルなシュロバッタを喜んで貰っていきました

受付時の体温測定、除菌スプレーなどは励行し実施しました。

　メインメニューにするのも有りかと思いました。

報告者　：　武馬　和雄

森林インストラクター会”愛”　活動記録

2020年10月31日

樹木で衣・食・住の森のめぐみを考えてみよう

 【活 動 者 名】

モリコロパーク（地球市民交流センター）内多目的室No３

小澤大澤 神谷

ねらい、小澤さんと武馬はシュロづくりと分担。しばらくしてやっと人の往来も増え、部屋をのぞく人が出てきて、

　後で聞いた話で、午前は屋外で過ごし館内へ来るのは午後のほうが多いので企画は午後のほうがよさそう

結果　親子で10名の参加でした。ほぼ予想通り？

昼頃には何となく賑やかになっていました。箸づくりの客も数名ありました。

参加者

 【実 施 内 容】

ホウキつくり、刷毛つくり、などを楽しんでいただけました。蠅たたきは予想外れ1本のみ作成でした。

神谷さんは箸つくりメニューも入口で開始、大澤さんはシュロバッタを何体も展示して子供たちの気を引くことを

事前申し込みは1家族3名のみこれでは当日参加者は見込めないかと少々気落ち、

　次回計画時は午後の開催としたい

　材料としてのシュロは樹皮の量を確保したり下準備をするのも大変で、不向きかな

　クラフトは自体はやはり人気でサブメニューだったのを、材料を検討して

＜感想と反省事項＞

4名

過去の経験で準備時間を余裕をもってAM9　多目的室3へ集合、しかし館内は静まり返り行楽客の姿も無し

武馬



受付前 作品発表会

リアルなシュロバッタ ホウキ、刷毛、蠅たたきなどの見本

指導の下制作中


